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米国の精神障害がある当事者における 
「リカヴァリ」の浸透 
 
東田全央 
 
 
 
 
1. はじめに 

 
「リカヴァリ（recovery）」が米国等の英語

圏のメンタルヘルス領域においてキーワード

として頻繁に用いられるようになってきてい

る．日本でも徐々に知られつつあり，たとえ

ば，さいたま市内の当事者会（ウィーズ）と

生活支援センターの共催で開催された日米精

神障害者当事者交流会のテーマも回復（リカ

バリ）であった 1)． 
本研究は，リカヴァリという言葉や考え方

が人びとに広く知られることや語られること

の意味について検討したものである．本報告

では，その検討を通して，「言葉が現実をつく

る」2)~3)という言葉の力と可能性について考え

たい． 
 
2. 背景 

 
Kraepelin による早発性痴呆に関する記述

に表徴されるように，長年，精神障害につい

ては「慢性性(chronicity)」や「漸進的な悪化」

が前提とされてきた 4)． 
しかし，近年，米国では，精神障害がある

当事者の声をもとに，当事者と専門家の共同

的な相互作用によって，リカヴァリが積極的

に語られはじめた．そのことを示す一例とし

て，図 1(2005 年 1 月現在における PubMed に

よる英字文献の検索)から示唆されるように，

1990 年代以降，リカヴァリがキーワードであ

る学術論文等の文献数は増加傾向にある． 
リカヴァリという言葉や概念は広く用いら

れるようになっただけではなく，その意味も

多様化してきた．欧米のメンタルヘルス領域

においては，少なくとも過去 200 年，リカヴ

ァリという言葉は医療モデルの中で用いられ

ることがあった 5)．その一方で，1980 年代以

降，医療モデルにおける支配的な言説に対抗

する新しい意味を含むものとしてリカヴァリ

が主張されてきた．すなわち，リカヴァリは

「その人の個人的で独特な過程として描かれ

る．それは，その人の態度，価値観，感情，

目的，スキル，役割などの変化の過程である．

［中略］リカヴァリは，精神疾患の破局的な

影響を乗り越えて，その人の人生において新

しい意味と目的を創り出すことを含む」6）も

のとして語られてきたのである． 
 
3. 先行研究と本研究の必要性 
 
リカヴァリに関する先行研究は数多くある．

とくに，「精神障害からのリカヴァリの過程と

はどのようなものか?」，「精神障害からのリカ

ヴァリを促すためにはどうすればよいか？」

というテーマが多く見受けられる． 
リカヴァリという言葉や概念の浸透につい

てはどうであろうか．たとえば，次のような

指摘がある．「リカヴァリ・ナラティブは重要

な資源である[中略]これらの物語は，支配的

な荒廃ナラティブに挑戦し，それを覆す代替

的な『対抗策』を与える[中略]リカヴァリに

ついての第一人称の手記を共有することは重

要である」8) というように，リカヴァリの物

語を共有することの意味等が述べられている．

加えて，当事者や専門家にとってリカヴァリ

はすでに自明のものになりつつあり，そのこ

と自体に意味があると言える． 
しかし，先行研究では十分な検討がなされ

ていない．したがって，リカヴァリという言

葉や概念がどのように広まり，どのような意

味があるかについて明らかにする必要がある． 
 



  

4. 視点 
 
本研究では，リカヴァリという言葉や概念

の浸透について社会的表象理論 9)の視点から

検討した．社会的表象理論とは「社会に生じ

た『新奇な(unfamiliar)』事象・出来事が[中略]
安定した社会的現実として，人々の日常世界

に定着するまでの社会的構成の過程を記述，

分析する理論」9)である．  
リカヴァリ ∗の日常世界への浸透について

検討するにあたって，この理論の視点は有益

な視点をもたらすと考えた．とくに，人びと

の日常世界において科学的知識等の何らかの

言葉等が知られ語られることで，それまで

人々のあいだで馴染みない事象や出来事，体

験等が馴染みあるもの(familiar)になるという

視点を参考に検討することにした． 
 
5. 調査の目的と前提 

 
本調査の目的は，リカヴァリの浸透により，

精神障害のある当事者においてどのような意

味があるのかについて探索的に明らかにする

ことである． 
なお，リカヴァリの浸透が積極的になされ

る時期については，暫定的に 1992 年以前と

1993 年以降を一つの区切りとした．その理由

としては，学術論文等が増加していること(図
1)，1980 年代以前のリカヴァリに関する手記

が初期のものとして位置づけられていること
10)，Anthony の象徴的な論文 11)の掲載年が

1993 年であることが挙げられる．  
 
6. 方法 

 
本調査では，当事者の手記について質的内

                                                   
∗以下，断りがない限り，「リカヴァリの浸透」等と述べる場
合，言葉および概念の普及とともに，リカヴァリが自明のも
のになること，すなわち社会的現実としてのリカヴァリの成

立を含意している． 

容分析を実施した． 
手記については，米国の雑誌等において公

刊され，かつ研究者 12)がリカヴァリに関する

研究において分析や引用しているものを中心

に，のべ 34 名の手記を選定した． 
分析の手続きは以下の通りである．はじ

めに，手記の記述についてエピソードや意

味等のまとまりごとに分析単位として区分し

た．つぎに，手記の文中でリカヴァリの浸透

に関する部分を抽出した．抽出した箇所で近

似的な意味があるものについて集約し，異な

る意味があるものについては再分類するとい

う作業を繰り返した． 
結果的に，5 項目（「リカヴァリの否定や

あきらめ」，「リカヴァリを知るきっかけ」，「リ

カヴァリとしての体験の意味づけ」，「リカヴ

ァリという言葉の意味」，「社会的に認められ

たリカヴァリ」）からなる分類項目と分類基

準を作成した．そして著者を含む 2 名の評

定者によって分類を行った．評定者間の分

類において有意な一致は認められなかったが，

適度な一致が認められた(k=0.42, n.s.)．2 名の

評定が一致しなかった部分については協議の

うえで再評定をしなおした． 
すべての分類のあとに，1992 年以前掲載の

手記と 1993 年以降掲載の手記における分類

の比較を行った． 
 
7. 結果 
 
 以下に，各項目における結果の概略を記す．

ただし，数値を含む詳細な結果については，

紙面の都合上，ここに記すことはしない． 
 
1) 『リカヴァリの否定やあきらめ』 

 
この項目に該当するのは，発病後に自己ま

たは他者によってリカヴァリ等が否定された

という体験に関する記述である．たとえば､

次のようなことが語られていた． 



  

 
「私は専門家に[中略]精神病だった人や良く

なった人のグループは何かないのか尋ねた．

精神病者は良くならないのでそのようなグル

ープはない，と言われた．」13) 
 
このように，発病後に自己や他者によって

リカヴァリ等が否定されたという記述が，

1992 年以前，1993 年以降掲載の手記のいずれ

にもあった． 
 
2) 『リカヴァリを知るきっかけ』 

 
この項目に該当するのは，他者等を通じて

リカヴァリについて著者本人が知ったという

ことに関する記述である．1992 年以前，1993
年以降掲載の手記のいずれにもあった． 
リカヴァリという言葉や考え方を直接的に

知る機会は，とくに 1993 年以降掲載の手記に

おいてより広範に述べられていた．その具体

的なきっかけとしては，ほかの当事者の体験，

当事者向けの研修などが記されていた． 
 

3) 『リカヴァリとしての体験の意味づけ』 
 
この項目に該当するのは，リカヴァリとい

う言葉とともになされている著者本人の体験

の記述である．1992 年以前，1993 年以降掲載

の両方の手記に該当する記述があった． 
1993 年以降掲載の手記においては，他者の

手記等を参照したうえで，リカヴァリという

言葉を用いて体験を記述するものがあった． 
 

「運の要素が確かに私の経験にもあり、私が

『リカヴァリを継続させること』と呼びたい

ものは大変な作業である」14) 

 
その一方で，次のような記述があった． 

 
「私は，リカヴァしたとは本当に呼ばれたく

ない．狂気の経験から，私の人生を変える傷

を負った．それによって，私が他者を助け，

私自身を知ることができた。[中略]私はリカ

ヴァしたのではない．私は乗り越えてきた

(overcome)のである．」15) 

 
これは，リカヴァリがラベルとして他者等

によって用いられてしまう可能性を示唆する． 
 
4) 『リカヴァリという言葉の意味』 
この項目に該当するのは，リカヴァリの意

味に言及している記述である．1992 年以前掲

載の手記において，リカヴァリの意味に言及

しているものは１つの手記のみであった。 
1993 年以降掲載の手記のみにあったもの

として，次のような記述がある．  
 

「私にとって，リカヴァリは毎日あるいは１

時間ごとの状態を記述する言葉である．」16) 
 
この引用文の前にリカヴァリについての一

般的な意味が語られているが，それを踏まえ

て著者本人の「個人的な意味」を述べている

ものと言える． 
 
5)『社会的に認められたリカヴァリ』 
この項目に該当するのは，リカヴァリが現

実のものとして社会的に認められてきている

ことに関して言及している記述である．1993
年以降掲載の手記にのみ該当する記述があっ

た．たとえば，次のような記述があった． 
 

「メンタルヘルス・リカヴァリが私たちのあ

いだでますます起こっていることを知った．

私は，自分自身と他者にとってのリカヴァリ

の過程に人生を捧げたいと思うに至った．」17) 

 
このような記述は，リカヴァリという現実

が，具体的事象や個人的な体験の生起に先立

って，すでにあるものとして社会的にみなさ



  

れていることを示唆する． 
 
8. 考察 
 
1) 調査のまとめ 
 

1992 年以前と比較して，1993 年以降掲載の

手記には「リカヴァリを知るきっかけ」，「リ

カヴァリとしての体験の意味づけ」等が質的

により広範に見られた．そして，リカヴァリ

の浸透によって，それまで当事者にとって馴

染みのなかった体験が馴染みあるものになる

という可能性が示唆された．また，リカヴァ

リが浸透することにより，当事者等の希望を

喚起し，そのこと自体が当事者にとってのリ

カヴァリを促すことも示唆される． 
その一方で，否定的な意味で，リカヴァリ

は一種のラベルとなりうることを示すものが

あった．このことについては後で触れる． 
 
2) 本調査の限界と課題 
本調査には様々な限界がある．ここでは 2

点のみ述べておく．第 1 の限界は，手記の分

析だけでは，リカヴァリの浸透の全貌が明ら

かにはならなかったことである．第 2 の限界

は、本調査は探索的であり，分析結果につい

て一般化はできないことである．したがって，

多角的な調査や分析が課題である． 
 
9. おわりに 
 
1）日本におけるリカヴァリ 

 
冒頭にも述べたが，日本においてもリカヴ

ァリという言葉が広まりつつある．リカヴァ

リという言葉や考え方が広まれば，「あっ，そ

うか，自分たちの体験は，そういうことだっ

たのか」18）というように，馴染みのなかった

体験が馴染みのあるものになるかもしれない． 
しかし，日本では，リカヴァリという言葉

は外来語である．また，リカヴァリは専門家

を中心に知られる状況にあり，専門家による

トップダウン的な紹介になりがちである．そ

のため，当事者の言葉ではなく，専門用語と

してのみ広がりうるという危惧がある．そう

なれば，リカヴァリという名の新しいラベル

が生まれるということにもなりかねない． 
本報告では十分に述べることができなか

ったが，米国においては，当事者の声をもと

に，当事者と専門家の共同的な相互作用の中

で社会的現実としてのリカヴァリが生み出さ

れ，浸透してきた．すなわち，実践や研究お

よび日常世界におけるリカヴァリの浸透には，

当事者が語り，その言葉を大切にしながら専

門家が協力して広めていくという「協働的実

践」19)の過程が重要であったと言える．日本

の実践や研究においても，どれほど言葉や概

念に意味があろうとも，そのような浸透の過

程そのものが重要となるのではなかろうか． 
 

2）やどかりの里における言葉 
 
本調査を踏まえて，やどかりの里の活動の

一端についても言及しておきたい．やどかり

の里では，「やどかり語」とも言える言葉，様々

なモデル，あるいは文化とも言うべきものが

ある．そのようなものは，当事者，家族，職

員の日常的な話し合いや語り合いのなかで，

あるいは会議や研修の場，出版物等のなかで

様々に表現されている． 
本報告の視点や調査から言えば，そのよう

な表現によって，やどかりの里において大切

にされるべきものを馴染みあるものや意識化

できるものにしてきたと言える．そして，い

まだ語られないものも含めて，社会的に普遍

化していくという課題もある．今後も，当事

者，家族、職員，市民等による取り組みによ

って，大切にしてきたもの，大切にされるべ

きものを言葉にしていくことが重要であり，

それこそ本報告で伝えたかったことと重なる．  
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図 1. 1979-2001 年における“recovery”をキーワードと

する文献件数の推移.  

 

 

 

 

 

注：本稿は著者最終稿である。 
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